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ひ
ら
が
な
の
練
習
を
始
め
る
前
に

自
分
の
字
を
知
ろ
う

　
　

ひ
ら
が
な
の
外
形

　

ひ
ら
が
な
の

　
　

字
源
と
筆
順

　
ペ
ン
字
の
練
習
を
「
ひ
ら
が
な
」
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
日
本
語
に
は
、
漢
字
・
カ

タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
と
い
う
三
種
類
の
文
字
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
字
も
組

み
合
わ
せ
て
書
か
れ
ま
す
。
で
も
実
は
、
平
均
的
な
文
章
は
70
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
が
ひ

ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
い
ち
ば
ん
多
く
使
う
ひ
ら
が
な
を
き
れ
い
に
書
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
手
書
き
の
文
書
や
手
紙
は
見
違
え
る
よ
う
な
出
来
映
え
に
な
り
ま
す
。

１
章
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自分の字を知ろう

自分の字のクセを知ることからスタート

【 さまざまなクセ字の例 】

　手書きの機会が多かった昔は、文字を見るだけで「これはあの人の文だ」とけっこうわかった

ものです。文字のクセは個性の一部ですから、絶対に直さなければならないものではありません。

それでも、個性が強すぎる文字だと、受け取った人が読みにくくて困りますし、本人も書くたび

にコンプレックスを感じてしまいます。まず、自分が書いているひらがなを、客観的に見てみま

しょう。クセをしっかり知ることで、きれいな文字に近づけていきやすくなります。

ク
セ
字
の
例
❶

・
中
心
が
不
揃
い
　
・
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
し
て
い
る

ク
セ
字
の
例
❷

・
角
度
が
右
下
が
り
　
・
文
字
の
大
き
さ
が
ま
ち
ま
ち

ク
セ
字
の
例
❸

・
角
度
が
右
上
が
り
　
・
筆
圧
が
強
い
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自分の書いたひらがなを手本と見比べよう

【 自分の字と手本の字を見比べるポイント 】

　ペン字を上達させるポイントとして、「目習い」をしっかり身につけていきましょう。基本は、

お手本となる文字をよく目で見て、どんなふうに書かれているかをしっかりとらえることです。

自分の書いた文字を手本と見比べると、自分のクセも、手本の「どこが優れているか」もよくわ

かります。まず、ひらがなを書いてみましょう。そして、手本と見比べてください。どこが違う

かわかったら、手本の優れている部分に近づけるよう、書く練習を繰り返してみましょう。

・始筆と終筆の位置

・文字の外形

・スペースの大きさ

・線末の処理

・可読性

・曲線の曲げ方

あ
な
た
の
字

ク
セ
字
の
例始筆や終筆がマス目

のどこにあるかを見
比べる

外形が手本と同じ形
になっているかを見
比べる

　の大きさが手本と
同じくらいかどうか
を見比べる

終筆が手本と同じ形
状がどうかを見比べ
る

きちんと読めるかど
うかを見比べる

曲線の曲げ方が手本
と同じかどうかを見
比べる

POINT 自分の字と手本を見比べ、どこが違うのかを知ろう

手
本
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ひらがなの外形

ひらがなの形は６つに大別される

　最も多用されるひらがながバランスよく書けると、ビジネス文書も体裁がよく整って見えます。

そこで、文字としての形を意識しながら、ひらがなを書いてみましょう。それぞれの文字の形を

よく見ると、全体が丸い字や縦長の字などさまざまです。そうしたひらがなの「外形」は、６つ

に大別されます。その外形に当てはめるつもりで書くと、ひらがなは形が整います。なお、右肩

に「小」とある文字は、やや小さめに書くと、ほかの字と並んだときバランスよく見えます。

円
形

三
角
形

外形が円形のひがらなの特徴は、円を描くように書かれるものが多い

外形が三角形のひらがなの特徴は、上よりも下が膨らんでいるものが多い

小 小

小 小

小

逆
三
角
形

外形が逆三角形のひらがなの特徴は、上を大きく下を小さく書くものが多い

小
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正
方
形

長
方
形

扁
平
形

POINT ひらがなは、外形に当てはめて書くと形が整いやすい

外形が正方形のひがらなの特徴は、字源（元になった漢字）のなごりを残しているものが多い

外形が長方形のひらがなの特徴は、始筆と終筆の位置に注意して書くものが多い

外形が扁平形のひらがなの特徴は、左右のつり合いを考えて書くものが多い

小

外形を
イメージすると
楽しく練習
できます
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間違ったまま
身につけて
しまった人も
多いですよ

ひらがなの字源と筆順

風格のある文字を書くために知っておこう

　ひらがなやカタカナは、漢字が元になってできました。元になっ

た漢字を「字源」といい、ひらがなは、その漢字を略した「草書体」

という書き方から生まれました。そのため、字源を理解して書くと

上手に書けると言われています。また、文字には「筆順」がありま

すが、これも、整った文字を書きやすい筆の運び方として考えられ

てきたものです。筆順には、「上から下へ」「左から右へ」という大き

な原則があります。ここでは、字源と筆順を意識しながら手本をな

ぞり、間違って覚えていたものはしっかり矯正しておきましょう。

あ行

字源 字源 字源 字源 字源

か行

字源 字源 字源 字源 字源

21
1 1

12 2

2 31

1

1
1

11

3

3
3 3

2

2

2
2

2
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さ行

字源 字源 字源 字源 字源

た行

字源 字源 字源 字源 字源

な行

字源 字源 字源 字源 字源

1

1

1
1 1 11

1
1

1
1

1

1
1

1

3

3

3

3

4

4

2

2

2 2

2
2

2
2

2 2
3
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１
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や行

字源 字源 字源

ま行

字源 字源 字源 字源 字源

は行

字源 字源 字源 字源 字源

1
1

1

1
1

3

3

3
4

4

2 2

2

1
1

1
1

2

3

3
1

2
2

2 2

3

1 11
3 2 2 2
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POINT 字源と筆順を意識すると風格あるひらがなが書ける

ら行

字源 字源 字源 字源 字源

わ行

字源 字源 字源 字源

字源

1 1
1

1
12

2

2

1
1

1

1 1
2

32
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　日本語には、基本となる文字が３種類あります。言うまでもなく、漢字、カタカナ、そして「ひ

らがな」の３つです。このように複数の文字をいっしょに使い分ける言葉は、日本語以外にほぼ

見当たらず、世界的に見て極めて珍しいものです。

　文字を使い分けられることから、日本語には、ほかの言語にはない柔軟な表現力が備わりまし

た。たとえば、外来語をカタカナで書き分けるとわかりやすく、新しい用語を取り入れやすいと

いう特徴があります。また、漫画などに使われる擬音語、擬態語も豊かになります。

　こうした日本語のしなやかさは、自分たちが話していた「和語」を表現するために、外来の漢

字を使いこなし、カスタマイズしたことから始まりました。

　中国生まれの漢字は、４世紀頃、朝鮮半島から伝わったとされます。日本人の祖先が漢字に初

めて接したのはもっと前の時代だと推定されますが、大和政権が成立したと思われる４世紀以降、

漢字と漢文が、当時の先進文化として積極的に取り入れられていきます。

　公的な文書はすべて「漢文」で書かれ、やがて、その漢文を日本語として読み下す習慣が、僧

侶や役人の間に広まっていきました。漢文の読み方を示すために、記号として漢字の形から一部

を借用したのがカタカナの始まりです。

　現存する最古の歌集『万葉集』の和歌も、漢字で書かれていました。ですが、もちろん漢文で

はありません。話し言葉の和語を書くときは、漢字を発音によって当て字のように使う方法が取

られたのです。それが、５世紀に成立したと考えられる「万葉仮名」です。

　万葉仮名は、漢字を仮に使って書いたことから「仮名」という名があります。そして、漢字の

仮名は、平安時代に入ると、くずし書きした草書体をもとに、日本独自の文字に生まれ変わって

いきます。仮名をさらに略したこの新たな文字は、より簡単な仮名という意味から平仮名、すな

わち「ひらがな」と呼ばれるようになったのです。

世界でも極めて珍しい日本語の書き方
「ひらがな」という呼び方の由来は？

Colmun
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	P1ペン字初級1巻p01-08.pdf
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